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気象学におけるデータ問題
（個人的見解）



気象学におけるデータ
• 観測，シミュレーション，データ同化

• 観測：再現不能（過去に戻って観測することは
できない）…本日はこちらにフォーカス

• シミュレーション，データ同化：
• 出力データは基本的に再現可能（再現計算が現実的
でない場合も多いが）

• ちなみに… いわゆる大気の「再解析データ」は，過
去の観測データを気象モデルに同化した格子点デー
タ。過去の大気の状態の推定。



観測
• 地上観測

• 気象予報関係（WMO関係）
• 定点観測（例：アメダス）
• 気球観測（例：ラジオゾンデ，オゾンゾンデ）
• 船舶観測
• レーダー観測

• 研究用観測
• 同上but期間場所限定，観測項目多様性大
• 多様な特別観測，実験的観測，規模は様々

• 試験・研究機関や民間のモニタリング
• 雨量計，エアロゾルetc.

• 衛星観測
• 静止気象衛星
• 各種低軌道観測衛星(気温プロファイリング，各種成分
観測，マイクロ波観測....)



観測 vs 実験
• 実験室での実験：環境をコントロール（本質的
でない要素を排除）。再現可能（なはず…だが..

なので保全重要）。

• 地球観測：全く同じ環境，現象は起らない。
厳密な再現は不可能

• 地球温暖化＋様々な時間スケールの内部変動
観測データは歴史資料



メインストリームとロングテール
• メインストリーム

• 気象予測のための観測：WMOがコーディネートし，全世界でデータ
流通，各国の予報機関が利用（＆アーカイブ）-- 保存性良好

• 衛星観測：大規模プロジェクト，実施機関は少数．それぞれがアー
カイブ．-- 保存性は概ね良好

• ロングテール
• 研究用観測データ：保存，公開はそれぞれの実施者に任されている．

-- 散逸，消失の危険あり（例：関係者の引退とともに…）
• 試験・研究機関や民間のモニタリング --こちらも危うい（機関の
ミッションとして実施するぶんましだが）

• 個々のロングテールデータは小規模だが，チリツモ。メインスト
リームにない種の観測として貴重な場合も多い。

• 気象業界の現状
• メインストリームがあるだけにロングテール消失への意識が不十分．
• 貴重な歴史記録が散逸の危機にある．



何が必要か
• おそらく，電子データの図書館のような存在

• 長期アーカイブサービス（最低数10年は実際のス
コープに受け継いで半永続化を視野に）

• Cf. NASAの「惑星データシステム(PDS)」: 200年が目標
• 公的であるべき
• 分散してていいがコーディネーションは必要：たと
えて言うと，「国会図書館」に中身を集約する必要
はない。が，仕組みやカタログの共通化，多重化や
中身の融通は必要。そのためのリーダー的組織は必
要。

• 日本で（も）やるべき。



オープンサイエンスと
地球流体電脳倶楽部



地球流体電脳倶楽部
• 1988年頃より
• 気象学，海洋学，惑星科学などの研究者による
草の根的集まり

• 立ち上げメンバー：林祥介（現・神戸大），塩
谷雅人（現・京大），酒井敏（現・京大）

• 地球流体科学に関わる計算機関連資源（データ
処理・可視化ソフト，数値モデル，諸情報），
科学的知見，データ，その他研究教育資源を
（開発／創造し）インターネット上に集積・公
開する活動。情報交換・セミナーetc.









派生活動
• 生存圏データベース（京大生存圏研究所・塩谷
ら）

• 様々なデータの集積と配信（加工や変換も）

• 惑星科学研究センター(CPS)セミナー動画アー
カイブ（神戸大理/CPS・林ら）





地球流体電脳倶楽部とオープ
ンサイエンス

• 通底する意識は共通なものがあるのではないか。
（と思って紹介させていただいた。）
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